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いざtonbiへ

駅から車で長い道のりを経て、到着。ぱっと目に入るのはピンクの外壁。
必要以上に飾ることはせず、シンプルな外観でした。
中に入ると控えめに音楽がかかり、お客さんの話し声も静かで気にな
らず落ち着いた印象。
ゆったりとした時間が流れ、日差しの強い外とは対照的に涼やかな空
気を感じました。
コーヒー豆の香りがほのかに漂う…
普段あまり喫茶店を利用しない私にとっては少し憧れていた世界でした。
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マスターと語る

006
 高崎とマスター

マスターは高崎出身。世田谷の喫茶店で勤めた後、なぜここ高崎で出
店したのかと聞くと、
「東京は刺激が多いし、東京の方が好き…かな (笑 )」
ごまかしつつ、東京の方が好きだと告白して下さいました。
「でも都内でやろうとは思わなかったね。どうせ店をやるなら、生まれ
故郷かなって」
なるほど、高崎には都会に出た人をも引き戻してしまう魅力があるの
でしょう。
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http://www.tonbi-coffee.com

 高崎とマスター

できます
！

ケーキ担当の菊間さん。
素材にこだわったおいしいケー
キを生み出す、お店の第２の顔。

スタッフの諸角さん。
笑顔で接客なさっていて、あた
たかいお店の雰囲気をつくって
いました。

マスターの間庭さん。
営業中で忙しい中、快く取材
を受け入れて下さいました。

「今、いじめられてるんです（笑）」と冗談混じりに
話す諸角さん。何気ないやりとりも微笑ましい。

聞きたかったことの他にも、
自分のこだわりをどんどん話
してくれる間庭さん。話が広
がりすぎたのを心配してくだ
さいました。

004
 喫茶店へのこだわり

「親がコーヒーを飲んでいて、コーヒーは身近な存在だったかな。コー
ヒーは飲まないけど、喫茶店という場所はその頃から何となく興味が
あったよ。学生の頃、高いお金を出して高級な飲食店に行かないまで
も、程よい値段で気軽に行ける“大人の世界”、“ちょっと背伸びした”
感覚を味わうのに喫茶店はぴったりだったね」
喫茶店は「コーヒーとケーキのSHOW ROOM」だと語っていました。
tonbi coffeeは口コミで広がっているそうで、幅広い客層に支持され
ています。私たちが取材に訪れた時には、夫婦、カップル、女性が１
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 喫茶店へのこだわり

ビビはとんびのくちばしブレン
ドを、えりかはTobi-iroブレン
ドを注文しました。深い味わい
がありながらも、口のなかに爽
やかなコーヒー豆の香りが広が
り、後味もすっきりとしていま
した。手作りのケーキも絶品！

［写真右］コーヒー豆を焙煎す
る機械だそうで、お店に入っ
てすぐ目に付きました。大き
いなあと驚いていましたが、
これでも小さい方なのだそう。

ギフト用の
商品も品揃え豊富。
パッケージも

シンプルで誰にでも
喜ばれそう！

一滴いってきにこだわり、
一滴いってき確かめる、
それがおいしさの秘訣。

http://vanotica.net/takap1/
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人で、男性が１人で、というように、年齢、性別も様々でした。しかし、
どこかカフェに通うような“おしゃれさ”、“こだわり”を感じました。
「喫茶店の“敷居”を高くしたくない」
「気軽にコーヒーを飲んでほしい」
「でも、そうすると昔からの喫茶店が好きな人は来れなくなるんだけ
どね」

さすが喫茶店のマスター、豆に対するこだわりは強いのでしょう。豆
について語り始めると止まらないほど。
「コーヒー豆の系統はワインと違って、まだ国内では“無秩序”。それ
がおもしろい」
そんなこだわりの豆はオンラインにショップでも購入できるので、全
国各地にファンもいるそうです。

̶高崎の魅力って何だと思いますか？
「適度に山、畑があるけど、都会のような要素もあるし、東京も程近い」
( 私自身も、高崎は近代的な建物がある一方で、後ろを向くと山、畑…
とにかく緑ばかり !! と感じました。)
「何もないところが魅力だよね。でも何でも揃っていて、意外に粒ぞろい」
都会でもなく、田舎でもない。それが高崎。

tonbi coffee は“こだわり”の場…
マスターだけでなくお客さんも一緒にこの雰囲気をつくっているので
しょう。

マスターの第一印象は「静かな人」。でも、
すごくこだわりを秘めているのではないかと
思い取材を始めました。
いざ始めると、すらすらと話も進み意外にお
ちゃめな方で、時折見せる笑顔も素敵でした。

ーtonbiの由来って何ですか？
取材前から絶対に聞きたかった質問だったの
で、ズバッと聞いてしまったところ…
「思い付き、ひらめきです」と意外におちゃ
めな回答でした。（笑）
「とんびは、ひらがな３文字で、子供からお
年寄りまで幅広く分かりやすいから」
奥さんと自転車に乗っている時に空を自由に
飛び回るとんびを目にし、世界中のコーヒー
豆の産地を飛び回りたい、という意味も込め
て名付けたそうです。

お店のブレンドコーヒーの名前も少し変わっ
ていました。
「ふつうの名前だとつまんない、おもしろく
ないよね」
「これじゃ想像つかないでしょ」
例えば“とんびのくちばしブレンド”は一番
飲みやすいそうですが、「入り口」という意
味でくちばしと名付けたそうです。

お好み
で

メニュ
ー以外

も

う～ん…あっ、
これは脱線しすぎたかな、
こんな感じでよかった？

お店の食器はマスターのこだわ
りにふさわしく、すべてオー
ダーメイドです。
「量販された食器で飲むくらい
なら、家で飲むよね」
世界にたったひとつの食器でこ
だわりのコーヒーを飲む、これ
こそ喫茶店の醍醐味。



ここに綴られているのは、

中心地からはずれた新旧入り混じる

不思議な街並みと、

ヴィンテージ絵本が人知れず並ぶ

場所「curio books」の

2つの世界を行き来した、

小さな旅の記録です。

たった2時間の旅を通して、私たち

が見た高崎へとご案内します。

ヴィンテージ絵本専門店「Curio Books」に

取材に行く私たちは、

店まで2.5kmの道のりを歩くことに。

　

が、街並みがなんか変だ。

新しい住宅と廃墟が並んでいるし、

真っ直ぐ歩いても道幅がグネグネと変わる。

路上に置かれた物や看板に

ツッコミを入れながら歩いていく。

が、絵本のお店を目指して歩いているのに、

そんな 匂い は少しもしない。

不安になりつつ、ヘンテコな風景を

楽しみつつ、迷った挙句、電話。

登場したスタイリッシュな店長に案内されて

たどり着いたのは、とても素敵な”家”でした。

高崎駅

アサヒ商会
アークスクエア

中
央
銀
座

「オリオン座」

「飯島、ル」

アート手芸喫茶「あれこれ」

「バーバー ちぎら」

「未人」

「Curio Books」

各国のコレクターとの多様な

ネットワークを持つ小さな場所

「Curio Books」。

一見、私たちが歩いた高崎の街とは

なんの関係も無いように見えて、

この街を訪れた人びとは、

知らないうちに、

渡木さんが集め、つくり出した世界の 

　　　　　　　　匂い

 に触れているのかも知れません。

店のない本屋さん

そんな「Curio Books」に集められた作品は、

高崎市内の雑貨屋「jam cover」や

「slow cafe」で販売や展示もされている。

「あんまり郷土愛は持ってないんです」

「アナログな空間へのこだわりは、

全然ないですね」

と言いながら、地元高崎にも

その至高の作品たちと共に過ごせる空間は

用意されている。

　
自宅の一角を書庫として利用し、
海外のヴィンテージ絵本のインターネット販売を行っている、
店舗を持たない本屋(とねぎ)さん。

店長は、生まれも育ちも高崎の渡木さん。

本が大好きで6年前に古書店を始めるが、

1年で店舗をたたみ、現在の形になったと

いう。絵本は、世界各国から独自のルート

で仕入れている。

現在日本国内で海外のヴィンテージ絵本

を専門に扱っているのは、

ここ「Curio Books」だけ。

最後に…
「絵本のことを考えているのが楽しい。」

心から楽しみながら働く渡木さんが、
笑顔で話していたのが印象的だったなぁ。

ようやくたどり着いた「Curio Books」。

奥から出してきてくれたのは、その名も

「読めない絵本」
8ヶ国語で書かれた文章が重なり合っていて、
どこから読んでいいのやら。

「一番のお気に入りの本は何ですか？」

中を開くと赤と白の鮮やかな配色。

よくわからない。
でもなんかおもしろくて、きれい。
じっと見とれてしまった。

「Curio City 店のない本屋さん」

発行：2010 年 5 月 16 日

取材・編集 : 臼井隆志 , 森部綾子

協力：宇田川真也

スペシャルサンクス：渡木章浩 (Curio Books)
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ウェブを通した仕事をしているだけあって、グローバルなお話も

あった。

「今のお客さんはアメリカも多いけど、最近やってる flicker だと、

中国人が多い。中国人の学生は優秀！仕事が早く、ハイセンス」

違法コピーの氾濫、上海版万博など低モラルなイメージを持ちが

ちの中国だが、流石は成長市場。特に学生に成長意欲が高いそう

だ。また flicker は写真を中心としたコミュニケーションツールな

ので、簡単な会話で済むのがグローバル的に好都合な部分も多い。

私たちも含めた日本人学生も、グローバルに臆せずどんどん参加

していって欲しい。

ハードもソフトも、国内も海外も、様々な方向にアンテナをめぐ

らす加藤さん。都会ではこうはいかない（かもしれない）。是非

今後も、ゆったりと、だが夢を持って活躍していってほしいと思

う。

３　これから　－願えば叶う－

加藤さんの現在の仕事に加え、半年前から新たに計画しているも

のがある。

話題沸騰中の iPad。そのコンテンツとなる電子書籍や待ち受け画

面用素材のサイトだ。

「（iPad は）まだまだこれからどうなるかわからない。だからこそ

やる価値がある」と目を輝かせて言う。１０年前のように、自ら

も開拓者になれたら、と。

「都会にいると” 最新情報” に踊らされて、知らずうちにあれは出

来る、これは出来ないという固定観念に捕らわれてしまう。対し

て、高崎はブログもやらない、iPhone すら知らない人たちばかり。

関心がないのかな（笑）だからある意味とても自由にチャレンジ

出来る。」

そうして今も、アイディアの蓄積だけじゃなく、マーケティング

の観点から勉強している加藤さん。

「今の生活は、ＩＴの進化じゃなくて人の気持ちの進化だ。こうな

ればいいなって夢見ながらやってる事が、そのまま夢の実現にな

る。」

クリエイターとして歩んできた人の言葉が、胸に響いた。

２　手書きフォント　－無知の知－

学生時代は、美大で工業デザインを専攻していた。

「手先が器用だったので、削るとか、磨くとか、そういうのが好

きだった」

ＰＣなんて絶対苦手。そんな先入観。

けれど大阪でデザイナーとして就職して、必然的にパソコンに触

れて。

当時はパソコンも、フラッシュやオリジナルフォントも爆発的に

流行って。

「１０年前。まだパソコンの、どんなソフトで何が出来る、何が

出来ないが何も分かっていなかったから。ある意味自由だった。

自分独自の方法で開拓していった」

フォトショップもフラッシュも、当時は今ほど小難しいソフト

じゃなかったそう。

イラストを描くのにイラストレーターは使わない。

３ＤもＨＴＭＬも無理やり全部フラッシュで作る。そんな無理や

りな使い方。けれどそれが受け入れられた。

「今はパソコンも普及して、文字は読みやすさを追求するように

なって、そんなデザインのフォントが沢山ある。それには勝てな

い。けれど”書く”文字、書き手の気持ちが伝わるような、あっ

たかみのある文字がウェブで表現出来たら」加藤さんはそんな想

いで、手書きフォントシリーズを生み出した。

「高崎はねー。建物はなんだかどんどん新しくなってるんだけど、

人が少ないんだよね」

休日の朝。開いている店はほとんどない。住民は皆大抵昼過ぎか

ら、気まぐれに店を開ける。

有名チェーン店は揃っていても、外食する人は少なく、移動も車。

道に人は少なく、静かな街。

必要最低限の買い物は出来るし、自然もある。物価も高くない。

気ままな生活。

そんな高崎で、ウェブ素材制作やフォントデザインの仕事をして

いる、加藤雅士さん。

洗練された作品のデザインと違い、どこにでもいる朗らかな人。

ほんのり温かい、そして静かな街そのもののような印象を受けた。

名古屋、大阪、東京と三大都市への居住を経験した加藤さん。

都市部は魅力も多いけど、人々は常にせわしない。〆切が明日な

んて案件ばっかりだから、それに追われて短期的な視点しか持て

１　高崎　－ゆったり、やわらかくー

tsmD
　2010 年５月 15 ～ 16 日 発行

　慶應義塾大学 加藤文俊研究室（場のチカラ プロジェクト）

　http://fklab.net/

　制作：三枝峻宏　田中絵里

あゆむ、あいこ、りゅうのすけ、しんたろう・・・

「手書きフォント」の作品名は、その年うまれた子供で最も多かっ

た名前を採用しているのが特徴だ。

「数十年後、その人がこのフォントを使うことをイメージした」

確かにメールやブログ、ツイッターなど私たちはいつのまにか統

一された文字の種類で書いている事が多い。これがユーザーごと

に違う筆跡、また書く状況や送るシチュエーションによって違う

筆跡で書けたら、とても楽しいのではないだろうか。

ない。仕事も、日常も。

「その点、高崎は時間の流れがとてもゆったり。都市部との物理

的距離もあるから、クライアントさんが〆切に余裕を持たせてく

れる。扱ってるのはデータなのにね」

その分、必ず月に一つはフォントを作るマイルールを設けて、仕

事量の配分はきちんと。質もアイディアや工夫を盛り込んで最高

のモノにしていかないと食べていけない。そう、フリーデザイナー

は笑った。



広告も出さず、インターネット販売もせず、ホームページすらない。しか
しメルスマーケットには、通い支え続けるお客さんが、確かに、いる。こ
の街に住んでいた人が、他の土地に暮らすようになっても通い続けた
り、口コミで伝わり、広まっていったり…いわば、人が人を呼んでいる。
このお店の話が誰かに伝わり、さらにほかの誰かがお店に足をはこぶ
こともある。「この扉をくぐって店に入ってきてくれることが、何かの縁。
どこでどうつながりが生まれるか、わからない」販売の現場でたくさん
の人と向き合ってきた竹澤さんの言葉には、実感がこもっている。

「当たり前のことが当たり前にできる奴に『当たり前じゃない』ことがで
きる」これは竹澤さんが社長さんから、働きはじめた頃に言われたこと
だそうだ。竹澤さんは、店の周りの掃除と、朝の水撒き、道を行き来す
る近所の方々とのあいさつを欠かさない。いま流行している服に満足
せず、次にお客さんに着てほしいものを考え続ける。気持ち良く買い物
をしてもらうためになにができるか考えて、動く。当たり前ではない細か
な気くばりを「当たり前のこと」として積み重ねる彼には、当たり前では
ない流儀（ファッション）を感じた。

これからもずっと、店舗に立ち続けたいと言う。それは、お客さんが、
懸命に働いたお金を使って、喜んで商品を買ってくれる場面に立ち
会えるからだ。しかし、華やかな世界に見えるアパレル業界に憧れ
る人は多い半面、裏では辛いこともたくさんある。他のショップでは、
スタッフの入れ替わりも激しい。ただ彼は、不満を言いながら仕事を
するよりも、たとえそれが与えられたものでも、「まず自分が輝くこと
から」はじめる。その姿は、常に前向きだ。

どんな人と出会って、出会った人から何を学ぶか。その積み重ねが
、財産になる。１日に、ひとつでいいから「何か盗んでやろう」と思わ
なくてはいけない。それは社長からであり、お客さんからもたくさんの
ことを学ぶ。だからこそ、彼にとってやりたいことは、接客なのかもし
れない。プロであると同時に、楽しんで好きなことを仕事にしている。
「接客がいちばん好きなことだからこそ、続けられる」そして、その積
み重ねから生まれる楽しい空気を感じるために、お客さんはここに、
戻ってきたくなるのかもしれない。

現実的に、経済の状況が悪くなったとき、衣食住で最初に切られる
のは、衣である。だからこそ、そうした状況でも買おうと思ってくれる
のは、どんな服か。ずっと考え続けているように見える。生活に必要
な「衣」を提供したいという気持ちで、お客さんの暮らしを想像しな
がら、考える。着飾るファッションとしての洋服ではなく、人が生きる
ため、人を活かす服を、届けたいお店。それが、竹澤さんが守ってい
るメルスマーケットなのだ。

―流儀
KAZARU KAGAWA
HIROMI OCHIAI
TATSUHIKO IIDA

Special thanks,
FUBUKI TAKEZAWA
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高崎フィールドワーク　2010年５月15日～16日
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メルスマーケット
群馬県高崎市通町71
TEL: 027-323-1004
AM11:00～PM7:30

年間ものあいだ、高崎の地で親しまれているお店がある
。市内はもちろんのこと、県内全域、埼玉、長野、新潟な

ど県外からも、このお店をめざして、高崎へと足を運んでくる。ブーツの
レッドウィングを日本で最初に取扱った店のひとつでもあり、群馬県で
はここだけが正規に取り扱うシャツなど、商品の質も、品揃えも申し分
ない。
でも、お店に「特別さ」を作りだしているのは、別の理由があるようだ。

3代目店長の竹澤吹雪さん（33歳）は、仕入れから販売まで、ほぼ一
人でお店を切り盛りしている。365日24時間、いつも頭の中では、お
店や仕事のことを考えている。

仕入れる靴や洋服は、そのほとんどが「着てくれるお客さんが見える」
もの。常連のお客さんについては、顔やフルネームはもちろんのこと、サ
イズ、今まで買った商品などの情報を、ほとんど記憶している。お客さ
んに「ここでしか出会えない服」を提案するために積極的にお客さん
の懐に入って話を聞く。普段から、何にでも興味を持ってみる。頭が凝
り固まってしまわないように、アンテナを張り続け、お客さんのためを想
う。そうすることで、お客さんとの会話も弾み、ほんとうに必要な洋服を
提案することもできる。

彼は毎日が楽しいという。
起きたときは「今日は何かいいことがある！」と思い、
寝る前は「今日は一日よく頑張った！」と思う。

高崎人は「いつもシャッターを開けている」ようなもの。
口調は強く、言いたいことを言う。
そのかわりに、まったく裏はない。
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制作　仲尾千枝　小林みずほ　澤田忍
絲山秋子さん、本当にありがとうございました。

「料理のときにお皿を選ぶみたいに、
　そのお話に合う文体を選ぶ。」

　正直に言うととても難しい。文章を生業にしている人にインタビューして、
自分が文章を書くなんて。「学生なんだから気負わずにやればいいじゃん。」
と思われるかもしれないが、本当に悩んでいるのだ。
　絲山さんはとても優しい人だ。ご自身の作品や高崎という土地について、さ
らに日常生活や恋愛についてまでも予定をはるかに越えるインタビュー時間
で語ってくださった。3時間、私たちは惜しみなく与え続けられた。処理しきれ
ないほどの量と質の詰まった情報で私の脳みそも気持ちもいっぱいだ。これ
ほどまでに全エネルギーを注いで、私たちに応える絲山さんに、どうしてこの
インタビューを受けて下さったのかと尋ねると「奨学金を返しているつもりだ。」
という言葉で答えが返ってきた。その言葉を聞いただけで私たちは安心して
幸せな気持ちになることができた。

愛してるぜっ！！

　そして、絲山さんは冷たいクールな面も持ち合わせている。人は
誰でも色んな側面を持っていて一筋縄ではいかないことを、改めて
気づかされる時間でもあった。絲山さんの優しさとクールさをどう
表現するべきか、あの濃密なインタビューをこの小冊子にまとめる
ことができるのか、私たちは時間をかけて話し合った。本来、この様
な過程は公開すべきものではないかもしれないが、私たちにとって
の絲山さんは、この悩んだ時間にこそあると思った。
　料理をするときに器を選ぶように、小説を書くときに文体を選ぶ
ように、絲山さんは高崎を選んだのだ。インタビューの間、タバコを
手放さなかった絲山さんの灰皿の横に寄り添う榛名牧場牛乳。まる
で、絲山さんと群馬・高崎の関係を見ているようだった。

ミルキィ・ワーク

消していったら、高崎に着いた。

　絲山さんは、高崎に「着いた」ひとだ。東京で生
まれ、最初はメーカーに勤務した。いくつかの地
に転勤を繰り返し、作家になったのち、高崎に住
むことにした。今は永住を決めて、素敵な一軒家
を建てて住んでいる。
　絲山さんの本は、書店に平積みにされ、店員さ
んによるポップつきで紹介されている。映画化さ
れたものもある。そんな物語たちは、最初は手書
きの大事なメモから生まれ、その後パソコンで文
章にされている。メモは、パソコンで書く段階で
使ったら、バツで消される。「一日中パソコンに向
かうのは、まるでパチンコみたい。ずっと台に向
き合ってると、確変が起きる！」――いい文章が思
い浮かぶ保障はないけど、パソコンの前で粘るん
だそう。

「神様にお願いするときに、余計な言葉はいらない。」

　普通は原稿は書き貯めて増やして行くイメージかもしれない。でも、絲山
さんにとって、書くということは「消して行く」ことなんだそう。取材に行って体
験したことを、なにもかかないこともある。たくさんの感じたことをちゃんと
思いながら書くと、行間にそれが現れるんだそう。余計なことは書かないで、
どんどん消して行く。4行書いて4行消して、と繰り返していたから、たくさん書
いたのにページは増えないなんて日もある。文章を削って行く作業は、「小
説と信頼関係がある」からできること。大切なことを伝えるときに、余計な言
葉はいらないのだ。「神様には、“病気が治りますように”しか言わないでしょ？
どんな病気で、なんで自分ばかりこんな不運で、とか説明しないよね。」

　絲山さんの本棚に収められている本は、きっと作家さんにしてはあまり多
くない。本もいらなくなったら捨ててしまうのだそうだ。そうやって、いらない
もの、余計なものをそぎおとして、「本当に大事なもの」を残すこと。その結
果、「あれもこれも」の東京から出て、“高崎”にたどり着いた。「ここは、街の機
能がコンパクト。山に囲まれているから、その向こう側のことは考えなくてい
いんだ、って思える。」
　「私は“よそ者”のプロだよ。」と絲山さんは語る。なじもうと頑張るから、そ
の土地に詳しくなる。けれど一方で、「よそ者だから仕方ない。」と甘めにみて
もらえる距離感もバランスよく楽しんで、絲山さんは高崎に住んでいる。

「体のカレンダーが野菜になる。」

ラ
ジ
オ
は
、
昨
日
親
が
死
ん
だ
人
も
聴
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　絲山さんは群馬では小説家
としてだけではなく、FM群馬で
ラジオパーソナリティとしても
活躍している。絲山さんとリス
ナーは相思相愛だ。「ラジオの
仕事をしているとき、私はこの
地域にとても根付いていると
感じる。」という絲山さんの言
葉どおり、番組はリスナーから
とても愛されている。メールで
送られてきた絲山さんのキャ
ッチフレーズが、そのまま著作
の帯の言葉として使われるほ
どに絲山さんとリスナーの距
離は近い。「ラジオはアゲアゲ
でいく。絶対に休まない。」とい
う言葉から、絲山さんの声を待
っているリスナーと、それに応
えたいと思っている絲山さん
の想いが見えた。実際、私たち
が本屋に赴いて絲山さんにつ
いて伺った際も「私、ラジオよ
く聞いているんです。アナウン
サーとの掛け合いが面白いん
ですよ。」と書店員さんが仕事
の手を止めて話をしてくれた
姿が印象的だった。

　書いた文章が形として残さ
れていく本、発した声がその場
で昇華されていくラジオ。残るものと消えるもの。異なる性質のメディ
アを扱っていながら、絲山さんの姿勢は一貫していた。「ラジオがその
場で消えていくように、文学も消していくこと。」としっかりとした口調で
語った。ラジオはたまたまその時間に聴いていた人と時間を共有する。
入院している人がリスナーかもしれない。自分がへこんでいる場合じゃ
ない。その気持ちが絲山さんをマイクに向かわせているのだと感じら
れた。全く別物のように見える小説とラジオだが、絲山さんの中では「
相手によって消化されるもの」というしっかりとした軸で繋がっていた。

　ちょうどいい場所。絲山さんは自分にとっての高
崎を一言でこう表現した。高崎にまつわる、あらゆ
ることが絲山さんにとって心地よい距離感で保た
れている。電車2時間で繋がる高崎と東京。繋がり
が濃いわりにベタベタしていない地元の人々。「ち
ょうどいい」場所である高崎は、絲山さんの生活に
少しずつ変化をもたらしている。
　近所の人からいただく旬の野菜を、地元の人し
か知らない調理方法で食べる。次第に体が旬に近
づいていくことを実感していく。昨年から飼い始め
た犬の“ちゃいろ”と“うし”（名前の由来は見た目そ
のままの様子から）と大事なひと時を過ごす。お気
に入りの車で街を通らずにドライブをする。
　そして、自分の家から見える景色が美しい。太陽
の昇降の様子で、いつも同じ場所にある山が日々
表情を変える。その様子を見ているだけで「同じ日
は1日もない」と思えるという。こんな贅沢はきっと
自分にとっての「ちょうどいい場所」でしか味わえな
いのだろう。



慶應義塾大学・加藤文俊研究室では、人びとの集う「場所（グッド・プ

レイス）」をテーマに調査・研究をすすめています。創造性に富み、活気

のある「場所」を成り立たせる要件を、コミュニケーションの観点から

考察しています。「場所」は、たんなる物理的な環境ではなく、人と人と

のコミュニケーションが前提となって生まれます。さらに、人びとが自

らの居場所をどう理解するかは、個人的な問題であると同時に、社会的

な関係の理解や自分をとりまく環境とのやりとりによって考えていくべ

きものだと言えるでしょう。

私たちは、まずは、まちを歩いて、人びとの生活をつぶさに観察すること、

わずかな時間でも人と話をすることを重視しています。見ること・聴く

よ「。すでのるみ試を解理の」所場「、らかばとこやいま佇のとび人、でとこ

そ者」ならではの、ものの見方/考え方を活かして、感じたことを形にし

ます。
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　この日も、神奈川県は武蔵小杉

から、納車に来たお客さんが。「元

々実家にマウンテンバイクがあっ

たりして自転車が好き。通勤や休み

の日用に、永く使えるものを、と思っ

て来ました。嬉しいですね！行ける

ところまで乗って帰ります！」

「一生、保証します」
「手を動かすのが専門なので」

自転車に乗る姿も、自転車を整備す

る姿も様になる。それもそのはず、元

・競輪選手なのだ。二十数年に渡り

第一線で活躍し、いまはエンジニア

として自転車と関わる毎日。店長の吉

田さんとは対照的に、自転車を持っ

てあちこちに行くことはほとんどない

。通勤で乗る際も、なんとなく「タイム

」を気にしてしまう。ゆっくり・のんび

りと走ることができない、まさに競輪

選手ならではの職業病。爽やかな口

調の奥には、高いプロ意識があった。

「自転車は、携帯電話みたいなもの

だね」車も免許も持っていない。趣味

も生活も、自転車がほとんど。自転車

片手に世界各国をまわり、十数カ国

を訪れた。「言葉が喋れなくても、切

符が買えなくても、自転車さえあれば

なんとかなる」まさに自転車旅行の

エキスパートだ。数ある愛車の中で

もBROMPTONが大好きで、14年間乗

り続けている。「元が良いので特別い

じる必要がない。ある意味で、趣味の

自転車かな」笑顔でそう語る吉田さ

んから、「趣味」への大きな愛着を感

じた。

 　サイクルテックIKDの自転車の価格帯は、平均２

５万円前後と、通常の自転車販売店よりも高い。最

近流行りのカスタマイズに食いつき「すぐ買う！」な

んて言う人には「とりあえず落ち着け、冷静に他の

自転車屋と比べろ」と諭すと言う。「自転車がいいよ

ね、というより、自転車もいいよね、だから。自転車

だけじゃないわけだし。車とか、電車にも魅力はあ

る」そのぶん、買ってもらう時にはじっくり時間をか

けて、その人に本当に合っている自転車なのかを見

極めるという。実際、私たちも少しお話しただけで、

どのような自転車が合っているのかを見繕ってもら

うことができた。本人には気づいていない部分で合

う・合わないがわかるという。どうやって本人にもわ

からないようなことがわかるんですか？と聞くと、「

長い経験だね」ときっぱりと言い切った。

Team IKD
ー１９年目も走り続けるー

こーき（20歳・学生）

車種：Pocket Rocket Pro　（イタリア製）

価格：40万円

「通学にも使いつつ、アクティブに乗りまわせるものがいい

」という要望をもとに、街中を走るレースタイプのモデルを

選んでいただいた。白いボディに、18段ギアを搭載。ハン

ドルはグリップ感があり、まるでマウンテンバイクのよう。

しかしタイヤは舗装された道路に合わせてあるので、荒々

しさを全く感じさせない、滑らかな乗り心地だった。

イタリア製のため、値段は他のものより少し高くなってい

る。初任給だけでも足りないし…最初のボーナスが出たら

買おう。

きむら（40歳・アーティスト）

車種：Pocket Crusoe（アメリカ製）

価格：20万円

「車に乗るようになってから、自転車にはほとんど乗

らなくなってしまった」という木村さん。だがその一方

で、最近では通勤に自転車を使う人も増えている。こ

のモデルはそんなニーズに応え、スーツにも合わせ

やすいようわりと地味な色遣いながら、そのスペック

は本物。乗り心地は、木村さんのはしゃぎ方を見てほ

しい。自転車に乗る楽しみは、年齢を問わない。大人

の男が、少年に戻った瞬間である。

My Bike

 　実は、この日（５月１５日）はサイクルテックIKD１８周年の記念日。サイク
ルテックIKDで扱う自転車は、主にカスタマイズされた自転車だ。客の需要
に合わせたものを、世界各地から部品を集めてオーダーメイドすることもで
きる。世の中で自転車がブームとなっていることもあり、サイクルテックIKD
には全国各地から、自分だけの自転車を求めて人がやってくる。客の９５％
は、高崎市外からやってきた人だという。もちろん関東圏内だけでなく、遠
く関西や東北からやってくる人もいる。海外から取り寄せたものも多く、こ
こにしかない自転車も多い。しかし、なぜ高崎なのか？代表の長岡さんは言
う。「ゆっくりやるなら、高崎。ここは昔、中山道が通っていた宿場町で、人が
たくさん通るところだった。たくさんのお客さんが欲しいなら東京かもしれ
ないけど、ひとりひとりと向き合えなくなってしまう。だからうちは、インタ
ーネットを通じてやってくるお客さんには、なるべくいつ来るのかを知らせ
てもらって、はるばる高崎まで来てくれたのにじっくり接客ができない、なん
てことがないようにしています。」

ま、そんなこといわずに。

このピンクのなんかどう？

ハンドルは・・・
こんな感じに
握ればいいですか？

実はわたし・・・・・

自転車に乗れないんです

なんだか・・・・

私、風になったみたい。

どこまでも行けちゃいそう！ 本当に乗れたっ

そうさ、
自転車って君をどこまでも
運んでくれる、とっても自由で
素敵なのりものなんだ・・・

しっかり地面を蹴って！

乗れてる、
　乗れてるって！

ほんとうに私・・・
        のれてますか! ?大丈夫だとも。

しっかり乗れてるさ。

ひゃ～

・・・・・・・

え・・・・・・・そうそう！

bicycle girl
はじめてのサイクリング

企画／編集

水谷　晃毅　・　南　美帆

漫画

木村　健世（アーティスト）

取材先

サイクルテックIKD

慶應義塾大学 加藤文俊研究室

高崎フィールドワーク　2010年５月15日～16日

http://vanotica.net/takap1/


	100515_bb03
	100516_morimori_fix
	100516_tajimuu
	aquilo
	katomoji
	rrr_004
	sae3
	takap1_itoyama
	サイクルテック

